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は　じ　め　に

　本誌第70号に，私はシャイフ・ファリード・バッカリーの著した『ザヒーラトゥル・ハ

ワーニーン」申のアブル・ファズルに関する伝記を全訳して紹介した［近藤2009Aコ。この

アブル・ファズル伝の留頭部には，ホージャ・ニザームッディーン・アフマドの『タバカー

ティ・アクパリー』のなかのアブル・ファズルに関する簡潔な記述がほぼそのまま引かれて

援用されているため，これと対照するために参考として『タバカーティ・アクパリー』のこ

の部分の全文も併せて紹介した［近藤2009A：108］。

　『ザヒーラトゥル・ハワーニーン』はアブル・ファズル没後49年を閲した！65！年に成っ

たもので，553人の著名人たちの事蹟録を収めたものであった。一方『マアーシルル・ウマ

ラー』（Ma　’asiγa／一こ乃mar虜　’）の方は，これよりもさらに130年ほどを経た1780年ごろに

成ったもので，アクバル時代以来の73！人にのぼる各界の著名人たちの事蹟録を収めている。

両者の叙述スタイルを見てみると，相似た形を取っていることが分かる。

　『マアーシルル・ウマラ咽の著者シャー・ナワーズ・パーーン（Sh2h　Naw2z　K：han＞は，

アクバル時代にその祖先がインドに来住し，アウラングゼーブ時代に祖父がラホール州とム

ルターン州の財務長嘗（dlwan）を務めた名家に属していた。ムガル朝から分立したハイダ

ラーバードのニザーム政権のもとに身を寄せていた彼自身も，ベラール地方とアフマドナガ

ル地方の財務長官を務めた。卒年は1758年であった。彼の著作に係るものには『マアーシ

ルル・ウマラー』の他に，詩人伝『バハーリスター二・スフーン』（Baharistan－i　sulehzZn）

や往古の書簡拾遺集『ムンシャアート』（雌ζ7酌〆勧，自らの書簡集『マカーティーブ』

（Makditib）があるが，主著はいうまでもなく『マアーシルル・ウマラー』である。この書

は，著者の死後その息子アブドゥル・ハツイ（‘Abd　al－Hayy）が散侠を防ぎ増補を加えて完

成させたので，父子両者の共著とされることが多い［Marshall　1967：8－9，438－439］。

　貴顕功業録とでもいうべきこの書の刊本は，19世紀末にカルカッタのベンガル・アジア

協会から3巻本として刊行された1）。この書の英語版は，『アクバル・ナーマ』の翻訳者と

して著名なヘンリー・・ベヴァリッジによって1906年に着手されたが，彼は第1巻の刊行を

1　）　‘Abdur　Rahlm　and　Mirza　Ashraf　‘Ali　（eds．），　Ma　’disir　al－Umard　l　3　vois．，　Calcutta，　1888－1896．
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Eにしないまま1929年に他界した。その後を継いだベ一二・プラシャドが第3巻相当の浩

灘な索引部を完成させたのは，ベヴァリッジの着手以来60年近い歳月を経た後のことで

あった［Beveridge＆Prashad（trs．）1941－1964］。

　プラシャドが英語版第！巻に寄せた序文によると，著者のシャー・ナワーズ・ハーンは

1747年ごろにilマアーシルル・ウマラー．iの第1次草稿とでもいうべき原稿を書き上げて

いた。しかし著者が1758年の政争に巻き込まれた際にその原稿はいったん紛失，翌年不完

全な形で発見された。これを著者の親友ミール・グラーム・アリー・アーザード（Mir

Ghu猿m‘Ah　Azad）が整理し，著者の息子アブドゥル・ハツイがさらにその増補作業をヒ

ジュラ暦l182年（1768／1769）から始め，1780年に完成させた，ということである2＞。テク

ストの写本はカルカッタのベンガル・アジア協会，バトナのOriental　Public　Library，ハイ

ダラーバードのAsafiyah　Library，ロンドンの大英図書館，旧インド省図書館王立アジア

協会，パリの国立図書館などに所蔵されているようであるが，今は3巻本の刊本に拠るしか

術がない。アブル・ファズル伝はその第2巻（1890年刊）の608－622ページに収められて

いる。また英語版では第1巻の！17－128ページに収められている。

　本稿では上記ペルシア語刊本を底本として，アブル・ファズル伝を全訳して紹介すること

にする。そして英語版も適宜参照しながらこの作業を行なうこととした。参照上の便宜のた

め，底本のページ数を訳文の当該ページ冒頭部にゴチック体で記入した。原文のパラグラフ

はこれを尊重することとし，その上で，長過ぎるパラグラフは適当なところでさらに改行す

ることにした。皇帝の識号が使用されているところは，例えば‘Arsh　Ashiyanlはアクバル

帝と訳さず，単にアクバルと訳すことにした。カッコ類の使用法としては，前業と同様原

語の表認や簡単な説明，雷い換えはパーレン（）内に記し，原文にない補足語はキッコ・一一

〔〕内に記すこととした。また注記も訳文の理解に必要な範囲に止めた。

　なお，19世紀後半から20世紀初頭にかけて活躍したデリー生まれ，ラホール在住の優れ

た文人ムハンマド・フサイン・アーザード（M晦ammad恥sain　Azad）がウルドゥ一語で

著した大著『ダルバーレ・アクパリー一」（Darbar－e　Akbar亙アクバル宮廷）には，アブル・

ファズルの兇事な伝記が収められている。私は最近，この部分をヂアーザードのアブル・

ファズル伝について」と題してil佛教大学宗教文化ミュージアム研究紀魏第5号～第8号

（2009－2012年）に4園に分けて全訳，紹介した［近藤2009B；201G；201！；20！2］。併せて

参照していただけると幸いである。

（608）偉大な碩学シャイフ・アブル・ファズル伝

彼はシャイフ・ムバーラク・ナーゴーリー（Shaikh　Mu胎rak　Nagori）の2番百の息子で

2　）　Baini　Prashad，　Preface　to　The　Madthir－ul－UmaM，　Vol．　1，　pp，　v－vili．
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ある。958年（1551）の生まれで，天性の利発さと呑み込みの素速さ，並びに知恵の卓越ぶ

りと弁舌のさわやかさでもって，短期日のうちに並ぶ者がいなくなった。彼は15歳までに

哲学諸派と伝：承的諸学芸を修得した。

　伝えられるところによると，彼がまだ20歳になっていない駆け出しの教師のころ，イス

ファーハーニー（1＄fahani）3）の注解書（胎shiya）が彼の眼に止まった。（609＞その書は半

分以上が白蟻（dlmak）に喰われて，使い物にならないものであった。彼は虫喰い部分を取

り除き，そこに白紙を貼り足した。そしてしばし熟考を重ねた後，それぞれの行のことばを

想定し，その草稿を程よく白紙の上に書き上げた。その後件の注解書の写本が入手された

際にこれと比べてみると，2，3箇所で別の同義語（muradif）が用いられ，3，4箇所で同類

語（mutaqarib）が引かれていた。誰も彼も驚き入った。

　アブル・ファズルは気質に隠遁癖があって，友を避けるところが顕著であった。そのため

彼は人間関係の煩しさから逃れ隠棲して生きることを望んでいた。彼はあれこれの収入を求

めようとはしなかった。

　アクバルが治世第！9年（1574年3月llH－！575年3月1e日）に東方諸地域に攻撃を

加えることを計画していた折に，アブル・ファズルは友人たちの勧めで宮殿を訪れ，用意し

てきた玉座の節（クルアーン第2章第255節）に関する解説を提出した。そして皇帝がファ

トフプル（FathPUr　ファテプル・シークリー）に帰還した後に，アブル・ファズルは2度

目の謁見を購った。彼の才能と学識についての名声が再三皇帝の耳に届いたので，皇帝の際

限のない恩寵を受けることとなった。偏狭なウラマーたちからアクバルの気分が離れていっ

たとき，傑掲した知識と才能を備え，かつまた気質論（miz2j－shinasl）と勤仕法を心得てい

た〔ファイジーとアブル・ファズルの）2兄弟は，公式の知識と学問によって帝国の支柱と

なっていたシャイフ・アブドゥンナビー（Shaikh　‘Abd　al－N　abl）とマフドゥームル・ムルク

（Makhdtm　al－Mulk）とに対して繰り返し勇猛果敢に論争を挑み，皇帝の暖かい支援を受け

ながら彼らを完膚なきまでに沈黙させたので，宮申において（610）皇帝の信任は日一日と

顕著になった。

　アブル・ファズルは自分の兄シャイフ・ファイジーに比して一層完壁に皇帝の気質に合致

していたので，将宮（imarat）となって登朝した。治世第30年（1585年3月11臼一1586

年3月10日）に彼は官位一千位の栄誉をかち得た。また彼の母が死去した治世第34年に，

アクバルは彼の家を訪ねて次のような哀悼と慰籍の意を表した。ヂもしこの世の入詞が永存

3）ベヴァリッジは英語版の注記において，この人物をヒジュラ暦749年（1348／1349）にエジプト

　で死去したシャムスッディーーン・アブー・アブドゥッラー・ムハンマド・アルアシュァリー

　（Shams　al－Dln　AbU‘Abd　Allah　M面ammad　al－Ash‘arl）1こ想定している。彼には，ペルシアの

　シーラーズの判事（qa多1）を務めた法学者アブドゥッラー・アルバイザーウィー一（‘Abd　Allah

　al－Baizawl　13世紀末ごろ没）の著したクルアーン解釈に対する淺回書があるという
　［Beveridge　＆　Prashad　（trs．）　194i－1964　：　1，　llZ　n．　4］
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の道を知っており，誰も彼も死滅の道をたどることがないのだとしたら，知り合いの人々は

慰問と弔慰によって心が満たされるというようなことはなくなるであろう。この隊商宿（現

　　　　　　　　　　　　　　とど
世）においては何人も長らく留まっていることがないからには，どうして我慢無さ

（na一一shiklba’i）という非難を蒙ることなどしてよかろうそ」。治世第37年（1592年3月11

日一1593年3月10H）にアブル・ファズルは窟位二千位に昇進した。

　アブル・ファズルが皇帝の信頼をかちえて確固たる地位を占めるようになると，皇子たち

の怨嵯が生じ，さらに貴顕たちの怨嵯はいうまでもないまでとなった。アブル・ファズルが

皇帝勤仕において常に占める地位は外形（‘arz）と内実（jauhar）を兼ね備えているかのよ

うであって，何事も彼の同意なしには進捗しない有様であった。そこで注入かの人々は彼を

デカン地方に送り出すよう皇帝に懇願した。よく知られていることとして次のようなことが

あった。皇子サリームがさる日アブル・ファズルの家にやってきて，40人の筆耕たちが

座ってクルアーンとその注釈を筆写しているところを目即した。サリームは筆耕たち全員を，

〔出来合いの〕クルアーンの各章をも携えて皇帝のもとへ連れて行った。そして次のように

悪し様に思い込んだ4）。「彼は我々には別のことを扇動しておきながら，自分の方は私邸に

戻るとそれとは違ったことをやっているのだ」と。その臼以来，2人の問の近づきやすさ

（qurb）と親密さ（mu§諏abat）は地に落ちた5）。

　（611）治世第43年（1598年3月！1B－1599年3月10日）に皇子ムラードを連れ戻す

ため，アブル・ファズルはデカンのムガル朝支配区域（dastttrl）に赴任した。彼への命令

は，もし赴任中の高官たちがかの地の監督（nigah－d2sht）を責任もって果たしているなら

ば，彼は皇子とともに宮城に戻ってくるように，あるいはまたそれが難しい場合は皇子を宮

城へ向けて送り出しておいて，自らはミールザー・シャールフ（Mirza　Shahrukh）6＞の支

援を得て業務を遂行するように，というものであった。

4）　真塗は，hama－ra　ba－ajz農’一i　kitab　nazd－i　p2d－shah　burda　bad　ma％取na　sakht．主語は省かれて

　いるが前文から見て皇子サリームであり，謄し様に思い込んだ」のはサリームであることは原文

　から明らかであるように思われる。しかし英語版はこのように思い込んだのは皇帝アクバルで

　あったとする立場で翻訳し，さらに脚注で，予想されるアクバルの思いを表現したものであると

　する説明を補記しているが，説得力はどうであろうか［Beveridge＆Prashad（trs．）194！－

　1964：1，i19，　n．1］。一方騨アクバル会期のテクスト校訂者であり，またその英語版第1巻の翻

　訳者であるヘンリー・ブロックマンの方は，英語版第1巻に付したアブル・ファズル伝のなかで

　この事件に触れた際，この事件を契機にしてアクバルとアブル・ファズルの関係が一時的に疎遠

　になった旨述べている［Blochmann＆Jarrett（trs．）1873－1894：1，　xvi］。

5）　このような表現で示される関係はサリームとアブル・ファズルとの関係であって，皇帝アクバ

　ルとアブル・ファズルとの関係をilマアーシルル・ウマラー叢の著者はこうした表現で示すこと

　は決してしなかったであろう。

6）　中央アジア，バダフシャーン地方のティムールの血を引く王族出身看。1575年にこの地方の支

　配者となったが，1584年隅地がウズベクのアブドゥッラー・ハーンの支配に帰すと，インドに逃

　亡してアクバルの庇護を受け，中央インドのマールワ地方を委ねられて，ムガル朝のデカン遠征

　軍を支援した。1607年ウッジヤインで没。
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　アブル・ファズルがブルハーンプルに到着すると，ハーンデーーシュ地方の支配者（marz－

b2n）であるバハードゥル・ハーン（Bahadur　K：han）一一アブル・ファズルの妹（ham－shira）

が彼の弟のところに嫁いでいた一が自分の館に案内して歓待の程を示そうとした。アブ

ル・ファズルは解った。ヂもし貴殿が皇帝の事業に協力することを承諾されるのであれば，

ご招待に応じましょう」。こうした〔アクバルに協力する〕遵は論外であったので，バハー

ドゥル・ハーンは勝着かの絹の衣類並びに貴重な品々を贈り物として送り届けた。アブル・

ファズルは神に誓いを立て，どのような人との問においても次のような4つの条件が揃って

いなければ誰からも物を受け取らないことにしていた。第1は親愛に満ちたもの（dasti）

であること，第2は贈り物が高価であると見込めないもの，第3は自ら所望したものではな

いもの，第4は自分にとって必要なものであること，である。これら4つの条件のうち3つ

の条件は叶っていたが，しかし4番目の条件は，皇帝の慈愛によって彼の必要晶はかき消さ

れてしまっている以上，どうしてこれが叶うことなどありえようか。

　皇子ムラードは失望のうちにアフマドナガルから帰還して長期の倦怠感に陥り，そのう

え彼の息子ルスタム・ミールザー（Rustam　Mirza）の死去が重なって，ご機嫌取りたちの

黙認するままに飲酒に溺れ，，果ては痙攣症（§ar‘）を患ってしまった。彼は召還のうわさ

を耳にして，アフマドナガルの方へ向かって出発した。この進撃をもって宮中に伺候しない

口実とするためである。彼はプールナ（PUrna　タプティー川の一一支流）川のほとりの

ディーハーリー①lharl）の近くにまで至り，1007年（1599）に永劫の世界に到達した。

まさに（612）その巳に，アブル・ファズルもまた急いで〔ムラードのいた｝陣営地に入営

した。

　深刻な動揺が発生した。兵卒も将校も退却したいとの思いを抱いたのだ。アブル・ファズ

ルの考えは，敵が近くにおり〔自分たちの方は〕未知の土地のただなかにいるというような

時に引き返すのは，自ら破滅のなかに飛び込むようなものだ，というものであった。多くの

将兵たちが激怒して脱隊を望んだにもかかわらず，アブル・ファズルは強靭な意志と健全な

精神でもって全軍の将校と兵士たちに対する慰撫を果たし，勇躍アフマドナガルへ向かって

進発した。そして短期問のうちに早早の将兵たちを糾合し，支配領域全体を申事に防衛した。

しかしナーシク（Nasik）7＞は遠方に位置しているため，再征服の縛外におかれた。けれど

も，例えばバイターラ　（Baitala）8＞，タルトゥーム　（Taltam）9＞，ストーンダ（Sutonda）10＞

の各城塞のような多くの領土が帝国に併合された。

　またアブル・ファズルはガング川（Gang　ゴーダーヴァリー川）のほとりに軍隊を駐屯

7）デカン北西部，ゴーダーヴァリー川上流右岸に位置するヒンドゥー聖地。ラーシュトラクータ

　朝の都がここに概かれたこともあった。

8）ベラール地方の最西部に位置する県城所在地。この県の西にはアフマドナガル王国がある。

9）　バイターラの酉隣に位鐙する町。

10）　タルトゥームの西南西20キロメートル余に位遣する町。
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させ，あらゆる方角に適切な部隊を配置した。そしてチャーンド・ビービー（Chand

Blbi）ll）と信書を交わして，次のような協約を結んだ。即ちチャーンド・ビービーは，彼女

と反ff中のアビッシニア人（Uabashl）アーバング・ハーン（Abhang　K：hanアーハング・

ハーンAhang　K：hanとも）12）が懲罰を受けた際には，ジュナイル（Junair）13）を領地

（iqta‘）として獲得し，アフマドナガル城をムガル軍に引き渡すというものである。アブ

ル・ファズルはシャーガド（Shahga顧）14）からアフマドナガルの方角に向けて進発した。

　この間にアクバルの方はウッジャインに到着し，アシールガル要塞の支配者バハードゥ

ル・ハーンが皇子ダーニヤールの謁見に姿を見せなかったので皇子は彼を懲らしめようとし

ている，との知らせを受けた。そこで皇帝はブルハーンプルに向けて出発するとともに，皇

子に奮励してアフマドナガル城を抜くよう書簡を書き送った。（613）そのために皇子からの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいこう
書簡が繰り返しアブル・ファズルのもとに届き，それには次のように書かれていた。乃公の
　　　　　おちこち
事業探索は遠近の歓逓を受けている。皇帝はアフマドナガルを余が征服することを望んでお

られる。貴殿はこの征服事業から手を引いてもらいたい，と。

　皇子ダーニヤールがブルハーンプルから出発すると，アブル・ファズルは勅令に従って

ミールザー・シャールフをミール・ムルタザー（Mlr　Murtaza）およびホージャ・アブル・

ハサン（K：hw2ja　Abu’i－Hasan）とともに陣営に残して，自らは宮廷に｛司陣するために出発

した。ヒジュラ暦1008年ラマザーン月！4日（1600年3月！9日）にして，また底盤第45

年（1600年3月10日一1601年3月9日）の年初に当たり，アブル・ファズルはビー

ジャーーガダ（B巧aga娯ha）15）のカルガーヌーン（KarganUn）近くで，叩頭拝をして窟殿16＞

の敷居に幸運の額をぬかずけた。アクバルの口唇を次のような対句がよぎった。

　　幸いの夕べと快い月光こそ望ましけれ
　　　　くさぐさ
　　汝と種種について語らんがためには

　アブル・ファズルはミールザー・アジーズ・コーカ（Mirza　‘Azlz　K：oka）17），アーサフ・

バー一・一ン・ジャーファル（A§af　Khan　Ja‘far）18），シャイフ・ファリード・パフシー（Shaikh

！1）アフマドナガル王国第3代国王の王女。政略結婚によって爾隣のビージャープル国王に嫁した

　が，夫の死後故国に帰りその政治に深く関与した。1596年，ベラール地方のムガル朝併合を承認。

　1603年，自軍によって殺害された。

12）ニザーム・シャーーピ一朝アフマドナガル王国のアビッシニア系武将。

13）　アフマドナガル王国の圏都アフマドナガルを申心とした一一帯がアフマドナガル県。ジュナイル

はその西方に隣接する広大な県名およびその中心都城名である。ジュンナル（Junnar）ともいう。

14）　アフマドナガルの東北東の方角，ゴーダーヴァリー川北岸に位置する町。

15）　ビージャーガル（B聴garh）ともいい，マールワ州最爾部の県名，および同名の町を指す。

16）

！7）

18）

マーンドゥの南方に位置し，ハーンデーシュの州都ブルハーンプルからも遠くない。

　この憲殿は，いうまでもなくテント仕立てで急造された移動式の宮殿である。

　アクバルの乳兄弟。一時アクバルと疎遠になり，メッカ巡礼に墨たが，帰国後再びムガル朝の

高窟となった。1624年死去。また透藤2009A　106，注51）も参照。

　イランのカズウィーン生まれ。青年時代にインドに来漏してアクバル治下のムガル朝に仕え，

1581年にアーサフ・ハーンの称号を得る。1598隼，財務長官（diwan）に就任。1612年死去。
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Farld　Bak：hshl）19）と共同してアシールガル要塞を包囲するよう命じられるとともに，さら

にハーンデーシュ地方’の統治も彼に委ねられた。彼は自分の部下たちとともに息子（アブ

ドゥル・ラフマーン）と弟（アブル・バラカート）20）も同遵させtハーンデーシュ内22ヵ

所にターナ（thana治安対策上の地区）を設定して，不穏者たちの沈静化に意を注いだ。

この麹時，彼は虚位四千位の栄誉ある旗幟を掲げることとなった。

　さる日，アブル・ファズルが壷壕の視察に出かけていたときのこと，塾壕の兵士たちと

接触をもっていた籠城軍側の一人が，〔出城の〕マーリー（M謝城塞の塁壁へと通じる一一

筋の間道を打ち明けた。何故かといえば，アシールガルの由岳の申腹には西方と（614）や

や北寄りとにマーリーとアンタルマーリー（Antar－mali「別のマーリー」の意）との2つ
　　　　　　　　　　　　とりで　　　　　　　　　　　　　　　　　　くるわ
の有名なマーリーすなわち砦（qi｝‘a　睡本の山城の曲輪に網当）があって，かの本丸のア

シールガル城塞に突入しようとすれば，先ずこれら2つの砦を突破しなくてはならないこと

になっていたからである。さらに〔ブルハーンプルの側から兇て／北北西と北東の方角には

同様にマーリーと称する砦がありtこれらはジューナマーリー（JUna－mali「旧マーリー」

の意）と呼ばれている。こ敵兵の一入が打ち明けた3件の塁壁には，僅かな仕残し部分が存

在する。また東から南西にかけても低い山々が広がっており，南の方角にシトコールタ

（Sit－kortha）21）と呼ばれる高山が，また南西の方角にはシトサーピン（Sit－sapin）22）と呼

ばれる高山がそれぞれ控えている。

　最後に挙げたジューナマーリーの1つがムガル軍側の手に落ちていたので，アブル・ファ

ズルは敷壕の部将たちに次のように指令した。太鼓とトランペットの音を耳にしたら，全員
はしニ

梯子を持って〔塾壕の〕昇降口に出て大太鼓を打ち鳴らされよ，と。アブル・ファズル下身

は雨雲の覆う闇夜に自分の部隊を率いてシトサーピンの頂上まで登り，部隊に問題のかの問

道を示して彼らを送り出した。彼らは出撃してマーリーの城門を破壊し，マーリー城塞内に

入って太鼓とトランペットを鳴らした。マーリー城塞内の守備隊は応戦した。アブル・ファ

ズルは足速に走り，明け方近くにマーリー城塞に到着した。守備隊側は混乱し，アシールガ

ル城塞のなかに逃げ込んだ。昼になると，ムガル軍のある部隊はシトコールタから，また別

の部隊はジューナマーリーからというように，あらゆる方角から攻撃を加え，大勝利を獲得

した。

19）　アクバル死去の際にアーグラの警備四半者となったシャイフ・ファリード・ブハーーリー

　（Shaikh　Farld　Bukhari　1616年死去）を指すものと思われる。

20）　アクバル治下のムガル朝に仕えていたアブル・ファズルの弟は，2歳違いのAbu’1－Barakatと9

　歳違いのアブル・ハイル（Abu’1－K：hair）の2人であったが，ハーンデーシュに同行していたのは

　アブル・バラカートであったはずである。

21）　このように読んでおくが，底本614ページの脚注によるとkorthaは騨の写本では1｛oyhlyaと

　なっているということであるのでTその場合は「自癩山」の意に近くなる。sitをsatと読めば，

　また別の意となる。

22）sapinはsahpinと問じく雌蛇を意味するので，全体で「白蛇由」の意に近くなる。
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　バハードゥル・ハーンは保護を申し出て，ハーン・アーザム・コーndカ（Khan　A‘怨m

Koka）23）の執り成しで皇帝拝謁の幸運を手に入れた。皇子ダーニヤールがアシールガル要

塞の勝利を自らの祝福によって飾るために皇帝謁見を果たしている間に，〔アフマドナガル

では］（615）ラージュー・マナー（Raju　Mana）24）によって引き起こされた騒乱，ならびに

アフマドナガル国王の叔父シャー・アリー（Shah　‘Ali）の息子を即位させようとする事件が

発生した。バー二・ハーナーンはアフマドナガルへの帰任を，またアブル・ファズルはナー

シク地方の平定をそれぞれ拝命した。しかしながらシャー・アリーの息子を支持して多くの

者たちが騒動を起こしていたので，アブル・ファズルはナーシクに向かう中途から勅命に

従って引き返し，バー二・二一ナーンと共にアフマドナガルの方に向かって進んだ。

　治世第46年にアクバルがブルハーンプルからヒンドゥスターンに帰還すると，皇子ダー

ニヤールはブルハーンプルに滞在地を移した。バー二・ハーナーンはアフマドナガルに居を

移し，軍隊の司令権と召集権はアブル・ファズルの手に移った。アブル・ファズルは

シャー・アリーの息子と抗争の後に協定を結び，ラージュー・マナーの追跡に向かった。そ

して占拠されていたジャールナプル（JalnapUr）25）とその一帯を解放し，ダウラターバード

およびラウザ（Rauza）26）へと至る道を急いで追跡し，チャトワーラ（Chatwara）の陣営

（katak）で降り立ってラージュー・マナーに度重ねて戦いを挑み，その都度勝利を博した。

ラージューはしばらくの問ダウラターバードに難を避けた後再び攻撃をかけてきた。そし

て小競り合いの後にラージューは逃げ出し，すんでのところで捕えられそうになって，ダウ

ラターバード城の堀に飛び込んだ。彼の所持晶は没収された。

　治投第47年（1602年3月11日一1603年3月10日）になると，皇子サリ～ムのいくつ

かの所業の発生によってアクバルの機嫌は損なわれた。アクバルは，宮廷内の勤仕者たちが

皇子の方に靡いており，（616＞また廉直さや正義感，信頼感親近感の面で何入もアブル・

ファズルに及ぶ者がいないために，彼をデカンから呼び寄せることにした。下命内容は，配

下の軍隊を適地に残し単独で急ぎ帰還せよ，というものであった。アブル・ファズルは，自

分の息子アブドゥル・ラフマーンに配下の軍隊並びに支援の将校たちを委ねてデカンに残し，

自らは大急ぎで帰還の途に着いた。

　ジャハーンギールは，アブル・ファズルが皇帝の寵愛に応えて過度の忠誠と献身を尽くし

ていることに苛立ちを覚えていた。彼は，アブル・ファズルがこの期に帰還するのは娘分

の計薗に対する〕妨害者に外ならぬと考え，またアブル・ファズルが単独行であるのは襲撃

23＞すなわち注17）のミールザー・アジーズ・コーカ。

24＞　ラージュー・マナーによる騒乱については，後続の記述を参照。

25＞　アフマドナガルの東方に位置するパイタン（Palthan）県の東側に隣接する県および県城所在地

　の名称。

26）　ラウザは墓を意味するが，ここでは後になってアウラングゼーブが埋葬されることになる墓顯

　が設けられるフルダーバード（Kltuldabad）を指す。この町はダウラターバードの北方に位：置し，

　エローラの窟院も近い。
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の好機であるとも考えた。否それどころか，浅知恵のなせるところがらアブル・ファズルを

亡き者とすることが皇帝位を手に入れる第一の足場であると考えた。そこで，アブル・ファ

ズルがブンデーラ（Bundela）27）のビルシング・デーヴ（Birsingh　Dev）の領土を通過する

ことは不可避であるところがら，さまざまな古書でもってビルシング・デーヴに期待を持た

せ，アブル・ファズルを殺害するよう唆かせた。

　ビルシング・デーヴはアブル・ファズルを待ち伏せして，その機会を狙っていた。ウッ

ジャインでこの知らせがアブル・ファズルのもとに届くと，兵士たちはかーティー・チャー

ンダ（Ghatl　Chanda）28＞の峠を通る道を急いで進むべきだと言上した。アブル・ファズル

は言った，r追調どもに私の進む大道を塞ぐどんな力があるというのか」。！011年第1ラ

ビー月4日金曜日（1602年8月12臼），ナルワル（Narwar）29＞から6コース（kosイン

ド里，1コースは約3．6キロメートル）離れたビール（Blr）の旅宿30）から半コースのとこ

ろで，ビルシング・デーヴが多数の騎兵と歩兵を引き連れて襲撃した。アブル・ファズルの

支援者たちは，彼が戦闘地から立ち離れるように説得しようとした。アブル・ファズルの知

己の一人ガダーイー・アフガーン（Gadal　Afghan）が繋った，　f隣接するアントリー

（Antri）3Dの町にはラーエ・ラーヤーン（Ra’e　Rayati）とうージャ・スーラジ・シング

（Raja　SUraj　Singh）が3千の騎兵を従えて待機中であります。彼らと提携して敵を懲らしめ

てやるべきです」。アブル・ファズルは（617）逃亡の不名誉を我が身が背負うことを承服せ

ず，勇敢に生命を潔く投げ出した。

　ジャハーンギーールは自ら次のように書き残している。ドシャイフ・アブル・ファズルは父

帝に次のように知らせていた。すなわち，最後の避難所である御方（Janab－i　K：hatmi

Panahi預慧者マハンマド）　　神の加護と平安が彼とその子孫の上に加えられますよう

に一一は完壁な能弁に恵まれており，クルアーンは彼の語ったものであります32），と。こ

のために，アブル・ファズルがデカンから帰還する時私はビルシング・デーヴに彼を殺害

せよと伝えた。このことがあってから，父帝は考え方を修正した」。

　古くから続くチャガタイ・トルコの風習によると，王子たちの死去は明らさまに王に伝え

27）現マールワ州東部のヤムナーllの南，ヴィンディア山脈の北の地域を14世紀以来支配していた

　ラージプート系の好戦的な一部族。

28）　チャンバル用の一支流カーリー一・シンド（K：ali　Sind）川がウッジャイン東方においてマールワ

　地方を北流しており，この辺りの森林地帯のなかにある峠の名称。東経76度北緯25漫弱に位

　麗している。ダッラ・ガ・・一・ティー（Darra　Ghat1）Tダラ・ガーティー（Darah　Ghati＞ともいう。

29）　アーグラ県南爵部のマールワ州およびアジュメール州と接する州境に位：置する県名，並びにそ

　の県城名，この町は，アーグラとブルハーーンプルを結ぶ幹線道路上に位罎している。

30＞ヘヴァリッジによると，この旅宿はタヴェルニエの旅行記に出てくるBarquisera，すなわち

　Barkl　Sarayに当たるということである［Beveridge＆Prashad（trs．）1941－！964：1，123，　n．1〕。

31）　アーグラとブルハーンプルを結ぶ幹線道路上の町で，グワーーリアールの南方約18キmメートル

　のところに位遣する。

32＞すなわち，神の語った啓示ではない，の意。
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ず，王子の宮中代理人（wakll）が藍色のハンカチを腕に結わえて兆候し，それによって明

らかになった。宮中に勤仕する者は誰もアブル・ファズルの惨事を敢えて雪上する勇気がな

かったので，彼の代理人が如上のような風習を実行した。アクバルは皇子たちの死去に対し

てよりも一層悲嘆にくれた。そして説明を聞いた後に，次のように言った。「もし皇子が皇

位を望むのなら，余をあやめアブル・ファズルを守ればよいものを」。そして次のような対

句の即興詩（bad誼at）を詠んだ。対句（bait）。

　　余がシャイフは限りなき望みを抱き余がもとに来たれり

　　　　　　　　　　　　　　　　こつべ
　　余が足への口づけを望みながら薫も足もなく来たれり

　ハーン・アーザム（ハーン・アーザム・コーカ）はアブル・ファズル死去の年代表示銘

（ta’rlkh）をなぞめいた（ta‘miya）具合に次のように詠んだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うなじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　アッラー一の図書者の驚異の剣，不信者の項を甥ねり33＞

アブル・ファズルは〔ハーン・アーザムの〕夢のなかに現われて，「私の死の年代表示銘は
　　しもべ
神の僕アブル・ファズル（Bandah　Abu’1－Fall）34）だ。どうして神の工房で取り乱している

のか。神の恵みは広大であり，何人も絶望することはないのだ」と言った，といわれてい

る35）。

　（618）ラホールの聖者の一人であるシャー・アブル・マアーリー・カーデイリー（Shah

Abu’1－Ma’ali　Q2diri）に関していえば，この聖者は次のように語ったといわれている。「私

はアブル・ファズルの行ないに反対であった。さる夜私は次のような夢を見た。預憲者の

衆会においてその御方はアブル・ファズルを招じ入れられ，聖なる外套（juba－yi　mubarak）

を彼の肩に掛けられて，衆会の席にお着かせになった。そして次のようにお述べになった。

『この者は数臼の生命の問（即ち一生の問）に繰り返し悪業を行なった。しかしながら，次

のような彼の躯体の言葉が彼の救済の誘因となった。それは彼が詠んだ次のような冒頭句

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よみ（ibtid2’）である。“おお神よ，善良の人々には善業を嘉して栄光を与えたまえ。善しなき

　　　　　　　　　　なぐさ人々には慈愛によって慰めを恵みたまえ”』36）と」。

　アブル・ファズルに対する背教の非難は，上下を問わず多くの人々の口によく上る。ある

33）勿肋磁’αZ－K加z罐泌zでは「預言者」をrasU1で表わしていたが，ここではnabiで表わしてい

　る。それ以外，この半句は全く岡じである。「不信者の項を刎ねり」なる表現中の不儒者（baghl）

　なる語を構成するアラビア文字4文字の各数値の合計｝0！3から冒頭の文字baの数値を除去する

　と1011，すなわちアブル・ファズル死去の年であるヒジュラ歴1011年（1602）の数値が表示さ

　れることになる。

34）　この語句に含まれるアラビア文字の数値の合計は1011となり，アブル・ファズル死玄のヒジュ

　ラ暦101！年の数と一致するξ近藤2009A：！06，注54）］。

35）　この辺りの記述は，laflhirat　al－Khawdinin：1，75の記述とほぼ完全に一致する［近藤2GOgA：

　106－107］．

36＞　この対句は勿肋磁砒」κ加z〃励珈所収のものとほぼ一致しているが，「善しなき人々には御身

　（khwud）の慈愛によって」のところのkhwudがここでは省かれている。この対句をはじめ，

　シャー・アブル・マア一一り一・カーデイリーの籍行については，近藤2009A：107，注56）参照。
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人々は彼がバラモンの信椰（kesh－i　barahman　ヒンドゥー教）に組していると非難し，別

の人々は彼が太陽崇拝者（aftab－parastゾロアスター教徒）であると霧い，さらに別の

人々は彼が世俗主義者（dahriya）であると見なしている。アブル・ファズルを極度に忌避

する者は，彼が極端派（a1噸add）にして異端派に属していると主張する。

　イスラーム神秘主義者（muta§awwifa）の同調者たち一そのなかには彼の名声を中傷

する者も何人かはいるが37＞一のような公正さに努めようとする他の人々は，アブル・

ファズルには普遍的和解（§u1レi　ku11）や気宇無辺（wus‘at－i　mashrab），百論擁護（iddi‘aLi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつな
hama）が備わっているとし，またイスラーム法の端綱（ribqa－yi　sharl‘at）の寛和や合法的

スーフィー教団（㌻ariqa－yi　ib諏at）の保証（iltizam）も彼に依るものであるとしている38＞。

　『アーラム・アーラーイ・アッパーシー』（‘Alam－dirdi－yi　‘A　bbdisi）の著者39）は次のように

述べている。シャイフ・アブル・ファズルはヌクタ主義者（Nuqtawi）4。〉であった。という

のは，この連中（ta’ifa）の揃導者たちの一人でありヌクタ論（‘ilm－i　nuq‡a）に関する諸論

文の著者であるミール・サイイド・アフマド・カーシー（Mir　Saiyid　Abmad　Kashi）41）に対

　　したた
して認、められた公文書（manshari）があるといわれるからである。ヒジュラ暦IOO2年

（1593／！594）にペルシアではこの異端信奉者（muihid－1〈ashl）たちが決起した際シャー・

アッバースはカーシャーンにおいてミールを自らの手で処飛した。かの公文書で述べられて

いるところによれば，（619）そこでは不敬なヌクタ論と明暗二元論（zandaqa＞と放逸

37）　ダーシのなかに入れたこの捜入節は，朝鳶の「イスラーム神秘主義者の同調者たち」にかかる

　関係節であるが，原文ki　bad－nam　kunanda－yi　neko－naml　chand－andを英訳者ベヴァリッジは

　who…give　good　names　to　those　who　have　a　bad　nanaeと訳している。この訳は当を得ていないで

　あろう。

38）　「イスラーム神秘主義者の同調者たち」に始まるこの長い文章は，アブル・ファズルの宗教思想

　史上の位置づけを行なった重要な一文であるが，ベヴァリッジはOthers　in　whom　justice　prevails

　and　who，　like　tke　followers　of　mysticism，　give　good　names　to　those　who　have　a　bad　mame，　rank　him

　among　the　followers　of　“Peace　with　ali，”　and　with　those　who　are　of　a　wide　disposition，　and　accept　a｝1

　reiigions，　and　are　relaxers　of　the　Law，　anδare　free－thinkers．というように大息な意訳で済ませて

　いるのは残念である［Beveridge＆Prashad（trs．）194i－1964：1，124－125］。

39）　著者はイスカンダル・ベーーグ・ムンシー（lskandar　Beg　Munshi）。この書はサファヴK～朝の

　シャー・アッバース時代を中心にした年代記である。

40）ペルシアのギーラーン地方出身のマフムード・パシーハーニー（M的鴇Od　PasikhanI！428年

　ごろ没）が興した新興のヌクタ教団くN　uqtawiya）の支持者。教祖の名に圏んでマフムード教団

　（MahmUdiya）とも呼ばれる。ヌクタ（Ruqta）は点を意味し，万物の根源である土の微粒子

　（nuqta－yi　khak）から植物次いで動物が順次派生すると考えるところがら，この教派名は由来

　する。サファヴK一朝初期のころTテヘラン南方のカーシャーン（K：ashan）を中心にして教程を

　拡大したが，シャー・アッバースの微底した弾圧策を受けて衰滅し，一部の信者はアクバル時代

　のインドに避難したといわれる。詳しくはH．Algar，’‘Nuqgawiyy”，　E〆㎜，！14｛17；

　Blochmann（tr．）1873：王，452－453参照。

41）　ヌクタ派の詩人。シャー・アッバースによるヌクタ派鎮圧時に，カーシャーーンの彼の豊州から

　この派の指導者たちのリストや，アクバルが宗教的寛容について述べたシャー・アッバース宛の

　書簡くアブル・ファズルの執筆）が側壁された，という。
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（ib的at）と敷街（tausl‘）42）がごたまぜになっている43＞。またヌクタ主義者たちは哲学者た

ち（hukma’〉のように世界の永遠性（qidam）を信じ，復活（hashr）と最後の審判のB

（qiyamat）を否定し，さらに所業に対する善と悪（husn　u　qubb）の応報や，憂国と地獄

（lan頁at　u　nar）をこの盤における繁栄と零落のうちに認めている。

　アブル・ファズルは上述のような特性を有していたが，それにもかかわらず有能で正確な

理解力，並びに真理の探究心や細部に豊る研究心を備えており，彼のこうした天分は世間的

重大事や潰習化した諸前提に対しても正鵠（naq1r　u　qi脚ir）を誤ることは決してなかった。

何故に彼は知識人たちの集団のなかに加わろうとせず，居心地のよい方向（tarf－i　rajih）に

進もうとしなかったのか。移ろいやすい（na－pay－dar）この世の俗事（k：ar－1　dunya）にか

かわる者は，虜らの至らなさ（ziyan）に思いを凝らさないものであり，我が身に被害の及

ぶことを認めようとしないものである。永遠にして不朽なるあの世の事柄（kar－i　‘uqb2）に

関し，何故に彼は知見を得ながら迷妄の道を選ぼうというのか。神が迷わしたもうた者には，

いかなる導き手もない（『クルアーン遜第7章第186節冒頭句）44）。

　事情を調べてみると，次のようなことが明らかとなった。アクバルは理解力がまだ初期の

段階であったころから，インドの諸々の慣習（rusUm）と風俗（auza‘）に対して全幅の好

意を抱いていた。その押掛はペルシアの君主シャー・タフマースプ（Sh訥Tahmおp在

位1524－1576）の紅海（irshad）を受け入れた衆議の遺訓に従った。シャーは〔フマーユー

ンとの〕会談中，インドの状況の特別な事情と蕾国の混乱（bar－ham－zadagi）の発生につ

いて尋ねた後，次のように述べた。fご存じのように，インドには軍人職（sipahgari）およ

び万騎長の位（tumandarl）に適した者たちとして二つの集団が存在します。アフガーンと

ラージプートです。垂下のところ，アフガー一一ンを陳方に付けることは不可能です。信頼関係

がないからです。アフガーンは（620）商業に就かせ，ラージプートと協調し訓練していく

のがよいでしょう」。

　アクバルはこの集団（jama‘atラージプート集団）との提携を国家の主要な事業に属す

るものと考え，最大限の努力をしつづけた。その結果，ついには例えば牛の犠牲の禁止や顎

難剃り，真珠の耳飾りの装着，ダサハラ祭（dasahra）45＞やディーワーリー祭（diw会ll）46）

の祭礼その他の事柄の遵守を行なうまでに至った。アブル・ファズルは皇帝の意向に対して

42）　ベヴァリッジはこの語を広教会蓋義（broad　churchism）と訳している［Beveridge＆Prashad

　（trs．）　1941－1964：　1，125］e

43）　この一一文はアブル・ファズルがアクバルに代って執筆したというシャー・アッバース宛の公文

　書なるものの内容に触れたものであるが，この公文轡の確かな根拠については何も明らかにされ

　ていない。

44）藤本勝次・伴康哉・池田修訳郵コーラン選L中央公論郷社，2002年，213ページ。

45）　インド暦アーシュヴィン月に10ff間行なわれるラーマの対ラ一門ヴァナ戦勝穂記念の祭礼。ダ

　シャハラー（ダシャーラー）祭。またガンジス川生誕を祝うガンガーダシャハラー祭もある。

46）　インド暦カーディフ月に行なわれる灯明の祭。商家では，秋に行われるこの祭礼を期して毅年

　とし暦を取り替える風習がある。
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影響力を有してはいたけれども，おそらく高位高窟への欲求を持っていたために逆らうこと

ができなかったのであろう。こうしたことすべてが結びついて，彼に跳ね返ってくることと

なった。

　『ザヒーラトゥル・ハワーニーン』は次のように述べている。アブル・ファズルは夜な夜

なダルウィーシュ（darwlsh托鉢僧）たちの居所に出向いて金貨を手渡し，ドアブル・

ファズルの信仰の安寧のために祈薦せよjと懇願した。また彼は次のような雷葉を折返し句

（bar－glr）としてロにした。　fさて，何をなすべきか」と。そして手で膝を叩いて低い嘆息

を漏らした。彼は悪態を口にすることはなかった。彼の統轄区域（sarkar）内では中傷や業

務不履行（ghair－llaZirl），俸禄差っ引き（baz－yaft），解職（furaghi）47）は決して起こらな

かった。また二二官（‘amil）に任命した者は誰でも，問違いを仕出かすようなことがあっ

ても，できる限り更迭（taghaiyur）はしなかった。彼はよく口にした，「事情に通じていな

いのにどうしてあの者が徴税官に昇進したのかと書って，入々は我々の浅知恵を非難するこ

とになろう」と48）。

　太陽が白羊宮に移行する臼に，すべての作業部麗は彼の点検を受けた。在庫類は記録して

自分の身近に保管し，緩簿類は焼却した。（621）そして着古した衣類のうちスボンは彼のff

の前で焼却させ，残余はすべて新年元旦（nau－roz）の日に使用人たちに分配する慣わしで

あった4g＞。彼は並外れた食欲を持っていた。伝えられるところでは，水とi薪（hema）50）以

外に，彼には1日当たり小麦粉22セールの割り当てがあった。彼の息子のシャイフ・アブ

ドゥル・ラフマーンが給仕役となって座すのが常であった。調理場主任はイスラーム教徒で

あったが，彼は立ったまま注意深く観察していた。食事の際にアブル・ファズルが2度手を

付けたものは翌日も料理された。食物がまずいと彼は息子に食べさせた。息子は料理人たち

のところへ行って叱責したが，アブル・ファズル自身は一切口に出さなかった51）。

　伝えられるところでは，デカンの防衛（yasaq）申，彼はこれ以上は想像することができ

ないほど慣例と規範によく則って事を運んだ。匝大テント（chihil－rawuti）にはアブル・

47）furaghlについて，ベヴァリッジは「〔役人たちの宮職の〕没収（confiscation）」と訳し，また

　注記でこの語が役人たちの官職からの追放を意味した可能性のあることも指摘している
　〔Beveridge＆Prashad（trs．）1941畦964：1，126，　n．　3．］。今は彼の説に従っておく。

48）　このパラグラフに示されたような『ザヒーラトゥル・ハワーニーン』の記述内容については，

　近藤2009A：104参照。

49）　このパラグラフの以上のような内容は，『ザヒーラトゥル・ハワーニーン叢を紹介した近藤

　2009A：104にも示されている。

50）　近藤2009A：103ではhemaをfミンチ肉入りスープ」の意に取ったが，これは明らかに誤記

　であり，「親が正しい。Steingass　1892：1522には確かに「薪」の意を載せており，Platts　l884：

　1245もhlmaの発音で同じ意を載せている。ベヴァリッジは正しく「燃料」（fuel）と訳している

　［Beveridge　＆　Prashad　（trs，）　1941－1964：　1，　127］．

51）　このパラグラフ後半に示された以上のような内容はtllザヒーラトゥル・ハワーニーン曇の記述

　と一致する［近藤2009A：103－104］。
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ファズル用の饗応者の座（masnadl）が設けられ，毎日千食に上る特別の振舞い食が用意さ

れて，あらゆる貴顕たちに分配されていた。その外側には九尺天蓋（nuh－gazl＞を張り，身

分の低い者も高い者も誰にでも，一日中炊き出される豆粥（khichri）が提供されるよう周

知されていた52＞。

　次のようにも伝えられている。アブル・ファズルが絶大な権限を任された宰栢（wakll－i

mutlaq）であったとき，ある臼ハーン・ハーナーン53＞がタッ羽州（Tattha　インダスJli下

流域一帯）総督ミールザー・ジャーニー・ベーダ（Mirza　Jan更Beg＞54）と一緒にアブル・

ファズルに会いにやってきた。アブル・ファズルはベッドの上に横たわり，ひたすらT7ク

バル・ナーマ』を見ているだけで，彼らの方に注意を向けることもなく，ただ「お二方，こ

ちらに来てお掛け下さい」と欝うだけであった。ミールザー一一一・ジャーニー・ベーダは帝国の

枢要部（damagh－1　saltanat）にいる人物であったので，（622）我が身を非常に傷つけられ

た思いでその場を去った。ハーン・ハーナーンは別の折，懇願に説得を重ねてミールザーを

アブル・ファズルの居宅に再び連れて行った。アブル・ファズルは門のそばまで出迎え，し

きりに謙譲の意を表した。そして言うには，「私共は貴殿の使用人であり，また市民でもあ

ります」55）。ミールザーは驚いてハーン・四一ナンに尋ねた，揃回の尊大さといい，今園

の謙遜ぶりといい，一一・一一体どうしたというのだろうか」。ハーン・ハーナンは次のように語っ

た。揃の臼は〔蟹アクバル・ナーマ離に没頭して書中の〕宰相職の規範（toragl－yi　wikalat）

を思い浮かべながら，例えば誰かの願いをかなえてやることに懸命になっていたのだが，今

日は親愛の情をもって我々に会ってくれているのだ」。

　これらの事柄すべてを傍にやって〔冷静に考えて〕みると，アブル・ファズルは文体の術

（fann一員nshざ）において魅力的な方法（tarqa－yi　sihrl）を編み出していたのだ。彼は筆耕風

の形式主義（takallufat－i　munshiyana）や右筆風の高慢さ（ta§allufat－i　mutarassilana）とは

無縁である。しかしながら，言葉の持つ威力，諸々の語を結ぶ結集力（ustukhwan－i　ban－

dl），ユニークな用語（mufradat）と見事な合成語（taraklb）の使用，さらに類例を見ない

52）　このパラグラフとほぼ同一の表現が響ザヒーラトゥル・ハワーニーン露に収められている［近

　藤2009A：103〕。

53）　バー二・バーーナ…一ン（Khan－i　Khanan）に嗣じ。バイラム・ハーンの息子アプドゥル・ラヒー

　ム・ハーン（‘Abd　a1－Rablm　Khan）をさす。

54）　タッタ地方の独立政権最後の霜主であったが，アブドゥル・ラヒーム・ハーンの率いるムガル

　軍によって1590年に併合されたため，彼はムガル朝のタッ河州総督に叙された。1599年没。彼

　の娘がアプトゥル・ラヒ　一一ム・ハーンの息子に嫁したため，両者は姻籍関係にあった［Beale

　1894：198］0

55）　原文鵬amakhadim　wa　ham　shahr1一yi　shuma－im中のmakhadlmはmakhadimの誤記であった

　と思われる。その論拠としてはPlatts　l884：487のkhadamおよび岡：1011のmakhadimの説明

　が参考になる。この文の意味するところは，Beveridge＆Prashad（trs．）1941－1964：1，！27，　n．2

　で言及しているように，アブル・ファズルー家の先祖がかつてはタッタ地方に住んでいたことを

　受けたものであると考えられる。
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ような美質を備えた表現（fiqrat）は，余人に試み難いものである56）。

　以上のような見方の証拠となるものは，アクバル時代史の兇事な叙述である。その表現の

大部分はペルシア語の語彙を用いたものであったので，それを確かなものとするために，ア

ブル・ファズルはニザーミー（12世紀のペルシア詩人）の五大叙事詩集の語彙を用いて散

文を作り，自作を見事に完成させた。このようにして，アブル・ファズルは紅斑を称揚する

ため，序文以下の記述において，子細漏らさぬ陳述を燗眼（i㎡an－i　na多r）をもって果さず

にはおかなかったのである。

お　わ　り　に

　シャー・ナワーズ・ハーンがその息子アブドゥル・ハツイの協力をえて後世のために書き

残こした大作の人物評伝集『マアーシルル・ウマラー』（貴顕功業録）には，ムガル朝時代

各界で活躍した著名人たちの評伝が数多く収められている。この小論では，そうした著名人

のなかでもひときわ超然と屹立した人物であったアブル・ファズルを取り上げて，その評伝

部分を全訳して紹介した。

　アクバル時代，アブル・ファズルは皇族以外の民問人としては最高の斜位であった五千位

に叙任され，政治的，軍事的に傑出した役割を果した。そのことは，本稿のなかでかなり詳

しく述べられている通りである。しかしながらアブル・ファズルは，圧倒的な知的力量を備

えた学者であり思想家であるところにその本領があった。ここに紹介した彼の人物評伝申で

もそのことに触れられていないわけではないが，時代的制約のなかで穏当なバランスを崩す

まいとする著者シャー・ナワーズ・ハーンの姿勢が，アブル・ファズルの本領を活写するた

めの筆致を鈍らせているのは残念なことである。

　アクバル時代は，16世紀初ごろ以来インド内外に胚胎し顕現しつつあった近世的な時代

的特徴が～気に表面化してくる時代であった。アブル・ファズルはそういう時代の潮流を鋭

敏に察知し，自らこれを体現化しようと努めた。彼が恵まれた知性と強靭な意志とによって

展開した知的営為の結実が，巨冊の『アクバル・ナーマ』と『アクバル会蝿の二大作晶で

あった。この二つの著作が示すように，彼は何よりもまず歴史家であった。インドの近世的

歴史家であった。しかし彼の縦横にわたる活動を快く思わぬ勢力によって，彼は51歳のと

き謀殺の悲劇に遭遇してしまうこととなる。

56）ベヴァリッジは，以上のような記述内容がアミーン・アフマドラージー（Am1n　A垣madrazl）

　の響パフト・イクリーム悉（Naft　fqlim　七気候帯）中のアブル・ファズルに関する記述箇燐に

　拠ったものであるとしている。またこの箇所はアーザードのDarbdir－e・Akbari：494でも引かれて

　いる旨指摘している［Beveridge＆Prashad（trs．）1941－1964：1，128，　n23。今双方のペルシア語

　文を対照してみると，両者が正確に重なり合うところは多くない。これは，アーザードが騨ハフ

　ト・イクリーム曇の嶺該箇所の趣意を霞分流のペルシア語に改め直して述べているからである，

　と考えられる。
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　このような見方でアブル・ファズルをインド史上に位置づけて理解しようとする者にとっ

ては，本稿で紹介した『マアーシルル・ウマラー』中のアブル・ファズル評伝には不満が残

るかもしれない。しかしながら，ムガル帝国の崩壊が急激に進み，各地に地方政権が分立し

ていく18世紀後半期に成った人物評伝としては，止むをえぬところがあった。先に紹介し

た『ザヒーラトゥル・ハワーニー一m一ン」中のアブル・ファズル伝と並んで，ここに紹介したア

ブル・ファズル評伝は，彼の多繭にわたる諸事蹟を手堅く紹介したものであり，彼の人物像

を豊富化していくうえで重要な素材を提供するものである，というべきであろう。
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